
～資産税～ 暦年課税制度の場合の税額計算方法について 

令和5年度税制改正により、暦年課税を選択した場合の税額計算方法が見直しされました。 

 

相続又は遺贈により財産を取得した方が、その相続開始前７年以内（改正前は３年以内）にその相続に係る被相続

人から暦年課税による贈与により財産を取得したことがある場合には、その贈与により取得した財産の価額（その財

産のうち相続開始前３年以内に贈与により取得した財産以外の財産については、その財産の価額の合計額から100万

円を控除した残額）を相続税の課税価格に加算することとされます。 

 

贈与税 

１年間に贈与により取得した財産の価額の合計額から基礎控除額110万円を控除した残額に、一般税率又は特例税率

の累進税率を適用して、贈与税額を算出します。 

 

相続税 

相続又は遺贈により財産を取得した方が、その相続開始前７年以内に被相続人から贈与により取得した財産がある場

合には、その取得した財産の贈与時の価額を相続財産に加算します。  

ただし、延長された４年間に贈与により取得した財産の価額については、 総額100万円まで加算されません。 

 

＜加算対象期間について＞ 

この改正は、令和６年１月１日以後に贈与により取得する財産に係る相続税について適用されます。具体的な贈与

の時期等と加算対象期間は次のとおりです。 

 

贈与の時期 加算対象期間 

～令和５年 12 月 31 日 相続開始前 3 年間 

令和 6 年 1 月 1 日～ 贈与者の相続開始日 － 

令和６年１月１日～令和８年 12 月 31 日 相続開始前 3 年間 

令和９年１月１日～令和 12 年 12 月 31 日 令和 6 年 1 月 1 日～相続開始日 

令和 13 年１月１日～ 相続開始前 7 年間 

 

～暦年課税を選択した場合の計算は下記のとおりとなります～ 

＜計算例＞ 

問 

夫は、令和 10 年４月１日に亡くなり、長男と長女は相続により財産を取得しました。 長男と長女が夫から生前に贈

与（暦年課税）により取得していた財産の価額は次のとおりです。これらの財産の価額は夫の相続財産にどのように

加算されますか。 

 

贈与年月

日 

① 令和5年4月1

日 

② 令和6年3月10

日 

③ 令和7年3月15

日 

④ 令和7年5月20

日 

⑤ 令和8年5月15

日 

長男 200 万円 200 万円 100 万円 100 万円 200 万円 

長女 200 万円 150 万円 300 万円 200 万円 200 万円 

答え 

お尋ねの場合、相続開始日が令和 10 年４月１日のため、加算対象期間は令和６年１月 １日から相続開始日までの

間となります。したがって、②から⑤までの贈与により取得した財産の価額が相続税の課税価格に加算されます。 な

お、この加算の対象となる財産のうち相続開始前３年以内の贈与により取得した財産以外の財産については、その財

産の価額の合計額から 100 万円を控除した残額が相続税の課税価格に加算されます。 したがって、各人の相続税の

課税価格に加算される贈与により取得した財産の価額は、次のとおりです。 

 

〔相続開始前３年以内の贈与以外の贈与財産〕  〔相続開始前３年以内の贈与財産〕 

 長男：〔（②200 万円＋③100 万円）－100 万円〕＋〔④100 万円＋⑤200 万円〕＝ 500 万円 

長女：〔（②150 万円＋③300 万円）－100 万円〕＋〔④200 万円＋⑤200 万円〕＝ 750 万円 

 
また、①の贈与により取得した財産の価額については、令和５年 12 月 31 日以前の贈与のため、相続税の課税価

格に加算されません。 


